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業  

・本町の 業は、 ・施設 ・ 、 などの 地 や が 要 と

なっています。 業を取り く状況は、 産 の 、 の高齢化や い ・後継

者不足などにより、 業経 は しい状況が続いています。 

・地域 業の 持・活性化を るため、 地 において集 組織が設 され、また、

規 望 目を するなど、 のある生産者 も現れ、その取り組みが期 さ

れています。 

・ い や後継者を む 業 者は年 減少しており、今後、本町の 業を活力あるもの

にしていくためには、 規の ・自 けではなく、初期 資や 地 の

が少ない に を定めた 業 者の を推進する 要がありま

す。 

・地域 業を 持・活性化していくため、集 組織 の様 な 業 による組織化や

ある たな取り組みについて支援し、 連携も りながら、 づくりを推 し、

業経 の 向 を っていく 要があります。 

業  

・本町の は、町全体の 78 を めており、 産 の生産、国 の 全、 源のか

ん 、自然・生活環境の 全など、 的な機能の を じて、地域住民の生活と く

いています。 

・長期に たる の や 業 者の不足によって、間 が進まない 廃 が

えており、 業を取り く環境は しさを しています。 

・令和 年 からは たな「 経 理 」が創設され、現 、経 理がなされてい

ない について、間 により経 理が実施されることとなるため、 組合の基

化や 業 者の を り、計画的な間 や 業 による 全な づくりを

進していく 要があります。 

・特 産業である 業においても、 の 定的な や 年 を見 した資源 環

業を 進することにより、 の 様性、高 加 化を っていく 要があります。 
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・ 業経 の 向 とともに、 い や後継者不足を解消するため、地域で支え合う

組みづくりや ある取り組み、 を定めた い や後継者 の 業

者の 成・ 、地域の特性を活かした 規 望 目の などを支援・ 進します。 

・ 全な づくりを 進していくため、 組合の基 化や 業 者の を 進

するとともに、地域の 資源を活 した 長 生産の取り組みを支援・ 進します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

規 者 業 者 の

成・  

・I による 規 者の は継続しつつ、初期

資や 地 の が少ない や による

者の 成・ を 進します。 

規 望 目の ・産地化支

援 

・ ある生産組織の地域に した 望 目の を 進

し、産地化への取り組みを支援します。 

の組織化支援 
・ 地 の集 組織を として、地域が で

取り組む 業 の ち を支援していきます。 

中 間地域における 業の

持 

・ 業・ 村の 的機能の 持・ を り、地域の

活 、中 間地域における 業生産活 や の

、自然環境の 全に資する 業生産活 を支援します。 

業経 体の経 支援 

・生産性・ 性の向 を るために、 規 規模 大

に伴う や 進 の などを支援し、

ある取り組みに しても支援します。 

全な づくりの 進 

・ の持つ 的機能を させるため、 規模 業者

を む 業 業体が実施する間 や 業 設などの取

り組みを支援し、計画的かつ な 施業を 進しま

す。 

組合の基 化と 規

業 者の 成・  

・ たな 経 理 により、 組合が う は

大きくなってくるため、高性能 業機 の による

・ 力化を支援し、 な施業 ができる

や自 を む 規 業 者の 成・ を

進します。 

特 産業の振興 

・ の に 的に取り組み、施業 を

することで、 の 様化、高 加 化を り、持続可

能な資源 環 業の や 定した 体 の

を 進します。 
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規 者の 成・  

む  
人  5 計  

産業振興課  

年間 1人の を目指す 

規 望 目の  目 1 3 計  
産業振興課  

計3 目の を目指す 

集 組織  組織 1 2 

産業振興課  

目 期間内に1組織の ち

を目指す 

間  ha 

21.4 

H28 H30

年 平  

23.0 

産業振興課  

資 県 産推進課 

目 期間内に3年平 の間

23.0haを目指す 

の 成・

 
人 1 2 

産業振興課  

目 期間内に1人の を

目指す 
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・本町の 産業は、 な 域を した 業、 の 周 域での 業と

平 を む 域での一本 りや定 業などの 業が となっています。

産業を取り く状況は、 の 、 の高 や 業 者の不足により、 業経 は

しい状況が続いています。 

・ 業者が 極的に 国人 能実 生の れを行っているものの、 能実 は 力

要の調 ではないため、 業経 の 定・環境 による 業機 の創 によ

り、 業 者の 成・ を る 要があります。 

・すくも 中 の一 集 による 集 体 の 、 体 機の や ・

施設 の を行い、機能 化を ってきました。 

・今後もさらなる機能 化を りながら、 業 の 化、 を 持した 産 の高 加

化の取り組みや関係機関との連携による ある取り組み についても 化し、

業経 の環境 を 進していくことが 要です。 

 

                          

・ 産業の活力を高めるため、 における 産業全体としての 化を推進す

ることにより、 業経 の 定・環境 による 業 業機 の創 や 業生産

の 持・ 大につな 、各 協とも連携して 業 者の 成・ を 進するとと

もに、 産資源の 全 に する取り組みを 進します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

規 業者 業 者 の

成・  

・I による 規 業者の は継続しつつ、初期

資 の が少ない 業や による 業者の

成・ を 進します。 

産地 の機能 化と

化 

・ 業や 機能の 化、高 理による高

加 化や関係機関との連携 化による 化 の

取り組みを 進し、 ある取り組みに しても支援し

ます。 

業経 体の経 支

援 

・ 規 の 業者の経 化・ のための取り組

みを 進し、支援します。 
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環境と生 の 全 

・ 環境と生 の 持・ や 心して活 できる

域の など、 産業の持つ 的機能の 持・ を

るための活 を支援します。 

施設の機能 全 
・ 全で 定的な 業活 が行 れるよう、 施設の機

能 全に めます。 
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規 業者の 成・  

業 む  
人  5 計  

産業振興課  

年間 1人の を目指す 
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・本町では、人口減少や少子高齢化に伴い、 の に めが かない状況が続いてい

ます。長引く の や と 化する 勢の中、大規模 大

が 町村へ進 するなど、 業環境の 化により、 くの 業者が

に し、さらには後継者や い 不足による 業 継も となっています。 

・町内 業 が減少し、 い の が られ、地 の とともに、 定

した の が少なくなるなど、 しい 勢となっています。 

・これらのすべてが要 となり、町 へ消 が流 し、 の 環 が こっ

ています。 

・ の れあい ・大月は、地域特産 の れあい があり、また、町 向け

に や るさと 業を うなど、 商の となっています。そのため、 業

者や各関係機関との連携調 や の など、さらなる経 基 の 化が 要と

なっています。 

 

                          

・商工 と協力し、商 の 業 継や 規 者の 体 の 実を ります。 

・中心商 の活性化を り、地域住民の生活の 性を高めます。 

・に いのある地域の 点づくりを行います。 

・ の 定 に めます。 
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・本町では、人口減少や少子高齢化に伴い、 の に めが かない状況が続いてい

ます。長引く の や と 化する 勢の中、大規模 大

が 町村へ進 するなど、 業環境の 化により、 くの 業者が

に し、さらには後継者や い 不足による 業 継も となっています。 

・町内 業 が減少し、 い の が られ、地 の とともに、 定

した の が少なくなるなど、 しい 勢となっています。 

・これらのすべてが要 となり、町 へ消 が流 し、 の 環 が こっ

ています。 

・ の れあい ・大月は、地域特産 の れあい があり、また、町 向け

に や るさと 業を うなど、 商の となっています。そのため、 業

者や各関係機関との連携調 や の など、さらなる経 基 の 化が 要と

なっています。 

 

                          

・商工 と協力し、商 の 業 継や 規 者の 体 の 実を ります。 

・中心商 の活性化を り、地域住民の生活の 性を高めます。 

・に いのある地域の 点づくりを行います。 

・ の 定 に めます。 
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環境と生 の 全 

・ 環境と生 の 持・ や 心して活 できる

域の など、 産業の持つ 的機能の 持・ を

るための活 を支援します。 

施設の機能 全 
・ 全で 定的な 業活 が行 れるよう、 施設の機

能 全に めます。 
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・本町では、人口減少や少子高齢化に伴い、 の に めが かない状況が続いてい

ます。長引く の や と 化する 勢の中、大規模 大

が 町村へ進 するなど、 業環境の 化により、 くの 業者が

に し、さらには後継者や い 不足による 業 継も となっています。 

・町内 業 が減少し、 い の が られ、地 の とともに、 定

した の が少なくなるなど、 しい 勢となっています。 

・これらのすべてが要 となり、町 へ消 が流 し、 の 環 が こっ

ています。 

・ の れあい ・大月は、地域特産 の れあい があり、また、町 向け

に や るさと 業を うなど、 商の となっています。そのため、 業

者や各関係機関との連携調 や の など、さらなる経 基 の 化が 要と

なっています。 

 

                          

・商工 と協力し、商 の 業 継や 規 者の 体 の 実を ります。 

・中心商 の活性化を り、地域住民の生活の 性を高めます。 

・に いのある地域の 点づくりを行います。 

・ の 定 に めます。 
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規商工業者の創業支援 
・ などの施設 を し、 規商工

業者への を支援します。 

商業課題への  

・商工 、商 規模 業者 の経 基 の 化を

ります。組織力の向 と 力の向 を支援することで、

中心商 の活性化を推進します。 

・消 者 に した商 ・ づくりを支援し、

大の 進に向けた支援を行います。 

・町内での い 進を るため、 のあり方を

し、町内消 の 大を ります。 

・大月町中心 地活性化計画に基づく取り組みを支援し

ます。 

に いの 点づくり 

・ の れあい ・大月の 機能化を り、町内 の

流 点とします。 

・域内消 にとどまら 、地産 商を推進するため、施設や

の を進めます。 

関係機関との連携 化 

・各関係機関との連携 化を ります。 

・地域資源を活かした商 や観 と連携したまち

づくりへの取り組みを支援します。 

力の 化 
・ ・ における PR機 の やその

への取り組みを支援します。 

の  
・ 者の を支援します。 

・ 業 による 機 を創 します。 
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商 見地

中心  
 54 59 

まちづくり推進課  

資 地域商業実 調査 

現 の を 持し、

規 業者の を目指す 

地    50 

まちづくり推進課  

資 県民消 向調査 

町内での の を

目指す 

の

 
  1 

まちづくり推進課  

可能  
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・ 、 から観 は年 加しています。しかしながら、

一極集中の傾向がみられ、大月町全体としての消 につながっていないのが課題です。 

・「大月町」よりも「 」の の方が高く、「 け行って る」の 期観 の観

が く、 施設や周 の少なさが要 の１つとなっています。 

・ でいえ の の 時期、体 でいえ

といったように、 と に観 が っており、 期の や たな体

の が 要です。 

・本町は、全国にも れる豊 な自然資源や 資源を しているにもかか ら 、地域資源

を活かした取り組みや ができていません。 

・ 大による「 しい生活様 」や「 しい 行 」に じ

た 体 が っていない状況であり、また、その後の についても 様

となっています。 

 

                          

・観 関連の を 化し、 たな観 産業の 業を支援します。 

・ の れあい ・大月を観 の 流 点とし、周 や体 を

、観 を 期滞 から長期滞 にすることで、町内での消 大へつな 、

地域経 の活性化を ります。 

・持続可能な観 を目指し、観 の を ます。 
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・ 、 から観 は年 加しています。しかしながら、

一極集中の傾向がみられ、大月町全体としての消 につながっていないのが課題です。 

・「大月町」よりも「 」の の方が高く、「 け行って る」の 期観 の観

が く、 施設や周 の少なさが要 の１つとなっています。 

・ でいえ の の 時期、体 でいえ

といったように、 と に観 が っており、 期の や たな体

の が 要です。 

・本町は、全国にも れる豊 な自然資源や 資源を しているにもかか ら 、地域資源

を活かした取り組みや ができていません。 

・ 大による「 しい生活様 」や「 しい 行 」に じ

た 体 が っていない状況であり、また、その後の についても 様

となっています。 

 

                          

・観 関連の を 化し、 たな観 産業の 業を支援します。 

・ の れあい ・大月を観 の 流 点とし、周 や体 を

、観 を 期滞 から長期滞 にすることで、町内での消 大へつな 、

地域経 の活性化を ります。 

・持続可能な観 を目指し、観 の を ます。 
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規商工業者の創業支援 
・ などの施設 を し、 規商工

業者への を支援します。 

商業課題への  

・商工 、商 規模 業者 の経 基 の 化を

ります。組織力の向 と 力の向 を支援することで、

中心商 の活性化を推進します。 

・消 者 に した商 ・ づくりを支援し、

大の 進に向けた支援を行います。 

・町内での い 進を るため、 のあり方を

し、町内消 の 大を ります。 

・大月町中心 地活性化計画に基づく取り組みを支援し

ます。 

に いの 点づくり 

・ の れあい ・大月の 機能化を り、町内 の

流 点とします。 

・域内消 にとどまら 、地産 商を推進するため、施設や

の を進めます。 

関係機関との連携 化 

・各関係機関との連携 化を ります。 

・地域資源を活かした商 や観 と連携したまち

づくりへの取り組みを支援します。 

力の 化 
・ ・ における PR機 の やその

への取り組みを支援します。 

の  
・ 者の を支援します。 

・ 業 による 機 を創 します。 
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・ 、 から観 は年 加しています。しかしながら、

一極集中の傾向がみられ、大月町全体としての消 につながっていないのが課題です。 

・「大月町」よりも「 」の の方が高く、「 け行って る」の 期観 の観

が く、 施設や周 の少なさが要 の１つとなっています。 

・ でいえ の の 時期、体 でいえ

といったように、 と に観 が っており、 期の や たな体

の が 要です。 

・本町は、全国にも れる豊 な自然資源や 資源を しているにもかか ら 、地域資源

を活かした取り組みや ができていません。 

・ 大による「 しい生活様 」や「 しい 行 」に じ

た 体 が っていない状況であり、また、その後の についても 様

となっています。 

 

                          

・観 関連の を 化し、 たな観 産業の 業を支援します。 

・ の れあい ・大月を観 の 流 点とし、周 や体 を

、観 を 期滞 から長期滞 にすることで、町内での消 大へつな 、

地域経 の活性化を ります。 

・持続可能な観 を目指し、観 の を ます。 
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観 の  

・ の 期には 自体が少ないため、 でも

集 が見 め、 流人口の 大につながる を

します。 

体 の 化 

・地域資源を活かした体 は

が中心であり、 には 実した があることか

ら、 でも体 できる の を します。 

環境  

・ を見据えた 環境が 要となってくる

ため、 などに した各施設の を行

います。 

 
・ 策定をはじめ、 体 、

、 施設 を します。 
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体  人 948 1,500 

まちづくり推進課  

体 を 実さ

せ、体 観 の につ

な る 

 人 22,066 25,000 

まちづくり推進課  

規 を させ、

観 の につな る 

観 施設  人 26,809 30,000 

まちづくり推進課  

体 を え、長期滞

観 の につな る 

の 、

 
人 195,068 210,000 

まちづくり推進課  

地域資源・ 資源を活

し、町内観 の につな

る 
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・本町の 業者 は、少子高齢化による人口減少とともに、減少傾向となっています。

力不足が課題の中、ま ま ける高齢者が能力や経 を活かし、年齢にかか りなく

くことのできる 環境が められます。 

・ しい 経 勢の中、 定的な を し、より い 環境を えるための取り

組みが められます。 

・若者の に えることのできる 業が少なく、 定した や 機 が不足してい

ます。一方で、 の 力がうまく ら 、 業 の減少や後継者不足 につながって

いる もあるため、 の 力が る 業支援が 要です。 

・ 業 が少なく られた業種しかないため、町内での 機 が不足しています。 

 

                          

・大月町の未来を う若者が 心し、 して き、その や能力を できる

の実現を目指します。 

・高年齢者の や能力がある り、年齢にかか りなく ける 業を 大するため、

人 などを し、地域における高年齢者の 様な に じた

業機 の を ります。 

・ 定的な 機 を します。 
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㸦せ⟇㸧 
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業  
・ を む 業 や創業支援による

を創 します。 

若者が ける  
・若者向け を し、若者の を支援し

ます。 

生 現 進 
・高齢者に する や を し、高年

齢者の を支援します。 

機 の 大 
・ 業 の 人や内 集など、 人 の 集に めま

す。 

生の 実 
・ 心して ける 環境や 業 など 業 における

生 業の取り組みを支援します。 
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・本町の 業者 は、少子高齢化による人口減少とともに、減少傾向となっています。

力不足が課題の中、ま ま ける高齢者が能力や経 を活かし、年齢にかか りなく

くことのできる 環境が められます。 

・ しい 経 勢の中、 定的な を し、より い 環境を えるための取り

組みが められます。 

・若者の に えることのできる 業が少なく、 定した や 機 が不足してい

ます。一方で、 の 力がうまく ら 、 業 の減少や後継者不足 につながって

いる もあるため、 の 力が る 業支援が 要です。 

・ 業 が少なく られた業種しかないため、町内での 機 が不足しています。 

 

                          

・大月町の未来を う若者が 心し、 して き、その や能力を できる

の実現を目指します。 

・高年齢者の や能力がある り、年齢にかか りなく ける 業を 大するため、

人 などを し、地域における高年齢者の 様な に じた

業機 の を ります。 

・ 定的な 機 を します。 
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ます。 

生 現 進 
・高齢者に する や を し、高年

齢者の を支援します。 

機 の 大 
・ 業 の 人や内 集など、 人 の 集に めま

す。 

生の 実 
・ 心して ける 環境や 業 など 業 における

生 業の取り組みを支援します。 
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観 の  

・ の 期には 自体が少ないため、 でも

集 が見 め、 流人口の 大につながる を

します。 

体 の 化 

・地域資源を活かした体 は

が中心であり、 には 実した があることか

ら、 でも体 できる の を します。 

環境  

・ を見据えた 環境が 要となってくる

ため、 などに した各施設の を行

います。 

 
・ 策定をはじめ、 体 、

、 施設 を します。 
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体  人 948 1,500 

まちづくり推進課  

体 を 実さ

せ、体 観 の につ

な る 

 人 22,066 25,000 

まちづくり推進課  

規 を させ、

観 の につな る 

観 施設  人 26,809 30,000 

まちづくり推進課  

体 を え、長期滞

観 の につな る 

の 、

 
人 195,068 210,000 

まちづくり推進課  

地域資源・ 資源を活

し、町内観 の につな

る 
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・本町の 業者 は、少子高齢化による人口減少とともに、減少傾向となっています。

力不足が課題の中、ま ま ける高齢者が能力や経 を活かし、年齢にかか りなく

くことのできる 環境が められます。 

・ しい 経 勢の中、 定的な を し、より い 環境を えるための取り

組みが められます。 

・若者の に えることのできる 業が少なく、 定した や 機 が不足してい

ます。一方で、 の 力がうまく ら 、 業 の減少や後継者不足 につながって

いる もあるため、 の 力が る 業支援が 要です。 

・ 業 が少なく られた業種しかないため、町内での 機 が不足しています。 

 

                          

・大月町の未来を う若者が 心し、 して き、その や能力を できる

の実現を目指します。 

・高年齢者の や能力がある り、年齢にかか りなく ける 業を 大するため、

人 などを し、地域における高年齢者の 様な に じた

業機 の を ります。 

・ 定的な 機 を します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

業  
・ を む 業 や創業支援による

を創 します。 

若者が ける  
・若者向け を し、若者の を支援し

ます。 

生 現 進 
・高齢者に する や を し、高年

齢者の を支援します。 

機 の 大 
・ 業 の 人や内 集など、 人 の 集に めま

す。 

生の 実 
・ 心して ける 環境や 業 など 業 における

生 業の取り組みを支援します。 
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施設の  
  2 

まちづくり推進課  
実 による 

につながる
の  

 1 2 

まちづくり推進課  
資 大月町商工  
経 体 の 化を り、
の創 へつな る 

業 の 人
業者  

業者 20 25 
まちづくり推進課  
業者を やし、 人
の 実を る 
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・地 化や などの環境問題が世 の課題として 目を集めています。「持

続可能な 目 」である SDGsが国連 で され、「 の豊かさを る」、「 の

豊かさを る」など環境に した取り組みが推 されている中、豊かな自然と 心して

らせる環境を 持していくことが、本町の大きな課題となっています。 

・地 環境を するため、 の実現に向け、 生可能 の推進による

への取り組み、 などを生み す の などに住

民が一丸となって取り組むことが 要です。 

 

                          

・環境 を推進し、住民や観 に れる人たちの の 成を ります。 

・豊かな自然環境を次の世代に引き継 るよう、環境 全に めます。 

・ の実現に向け、住民一人 とりが「不法 」、「自然 」、「 」

を することを目指します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

環境 の推進 

・ 力 との により、 の実現に向けた

機 を創 します。 

・町内の 機関との により、 環 の環境 全

を ります。 

不法 問題の解消 
・環境 全 の設 などにより、不法 問題の解消

に めます。 
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